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３．施策の評価

今後の取り組みの
方向性および次年
度の取り組み

◆青少年の非行防止は長期的な展開が重要で、豊田少年健全育成推進協議会との連携を図りなが
ら、補導員による定期巡回の継続実施、学校、商店などの関係者等との協働による補導体制の強化
に努める。
◆社会人として責任ある行動がとれるよう、成人としての自覚と意識を促せる成人式を開催する。

(26年度の取り組み)
青少年を取り巻く環境は、目まぐるしく変化しており、青少年の行動の現状を把握し、青少年の健全育
成に努める。

市民意識 重要度 高い 満足度 高い 平成24年度市民アンケート調査による

近隣との比較

・成人式の出席率は、豊田市70.9％、刈谷市72.2％、日進市74.8％、東郷町78.1％で、本市は、近隣
に比べ出席率が高い状況にある。
・子ども会の加入率は、豊田市84.7％、刈谷市52.9％、日進市54.3％、東郷町73.0％であり、本市は
豊田市に次ぐ加入率の高い状況にある。

過去３年間の実
績との比較

・心の電話相談は、過去の実績と比べ12件（17.0％）減少している。
・成人式の出席率は、僅かであるが微増（6.1％）状況である。
・子ども会加入率は、変動なく横ばい状況である。

現状と課題

◆パソコンの通信手段の多様化やスマホの急速な普及等により、青少年の通信手段がここ数年、大き
く変わりつつあり、青少年がこうした通信機器を利用して犯罪に巻き込まれたりするケースが増えてき
ている。
◆心の電話相談は、各小中学校にスクールカウンセラーが配置されたり、子育て支援課でも実施する
ようになったこともあり、相談件数が減少してきている。

項目 評価のコメント

施策の成果向上に
向けての市民と行
政の役割分担

市民
青少年の健全な育成に向けて基本的な役割を担うのは、保護者、家庭であり、地域は青少年
の自立を育む交流の機会を提供し、地域ぐるみで健全育成に取り組む。

行政
・豊かな心とたくましさを育む教育活動を推進し、地区青少年健全育成団体を支援する。
・青少年の非行防止として、補導員活動の充実、悩み事に応ずる心の電話相談などを充実させる。

達
成
度
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H28見込

子ども会の加入率 ％ 84.0 84.0 83.9 84.0

H24計画 H24実績

83.0

84.0 84.0 84.0

H25計画 H26見込 H27見込

83.0成人式の出席率 ％

指
標
④

成果指標名 単位 H23実績

指標設定の考え方と把握方法 児童が自主性と社会性を高めるために子ども会に加入しているかとして設定し、補助金実績で把握

83.073.0 80.3 83.0
指
標
③

成果指標名 単位 H23実績

78.0

指標設定の考え方と把握方法 ２０歳の方が、大人の理解・決意を持っているかを設定し、出席者名簿で把握

指標設定の考え方と把握方法 青少年が心身ともに健やかに育っているかと設定し、心の電話相談の記録により把握

H24計画 H24実績 H25計画 H26見込 H27見込 H28見込

H27見込

70 70

4

H28見込H25計画

62 70 70

H24計画 H24実績 H26見込

心の電話相談年間件数 件 69 77

4

H26見込 H27見込成果指標名 単位 H23実績 H24計画指
標
①

青少年補導員月間巡回数 回 4

心の電話相談年間件数

H28見込

指
標
②

成果指標名 単位 H23実績

4 4 44

3,650

H24実績 H25計画

指標設定の考え方と把握方法 非行防止を目指した取り組みとして設定し、毎週定期的に巡回する報告書により把握

3,990 3,659 3,650
成
果
指
標
名

青少年補導員月間巡回数

3,650

6歳から18歳の人口 人 9,856 9,865 9,940 9,950 10,000 10,120

64,700

H27見込 H28見込

人口 人 58,762 59,141 61,400 62,500 63,700

H26見込

施
策
の
目
的

対　象
・市民
・児童
・青少年

対象指標名

意　図 心身ともに健全に成長してもらう
成人式の出席率

子ども会の加入率

3,650子ども会加入児童

単位

人

70 施策名 地域で青少年を支えるまち

H23実績 H24実績 H25計画
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